
日本から人身取引を失くそう 
祈りのガイドブック



祈りの勇士の皆様 

御霊によって日本のために祈りに導かれたことを心から感謝します！   

私たちは、主が日本のことを特別に思ってくださっていると強く感じています。そして
皆様の祈りによって刈り取りに立ちはだかる壁を打ち壊すことができると信じていま
す。この美しい国に、長年みことばの種が蒔かれてきました。
今、私たちは主の約束の上に立っています。

そのように、わたしの口から出るわたしのことばも、むなしく、わたしのところに帰っ
ては来ない。必ず、わたしの望む事を成し遂げ、わたしの言い送った事を成功させる。

 イザヤ 55:11（新改訳第3版）

日本のクリスチャン人口は1%未満とされています。しかし宣教師や教会から素晴らし
い証が届けられており、主にある兄弟姉妹たちが福音を伝えておられ、とても励まされ
ます。

私たちは、脆弱な子どもや若者に対する直接又は間接的な搾取について祈りの課題を分
かち合いたいと願っています。皆様とは直接お会いすることはできませんがイエス・キ
リストにあり、聖霊によってお交わりできることを心から感謝しています。

皆様からのご意見をお聞かせください。ご連絡をお待ちしております。
info@goZOE.jp 

感謝を込めて 
ゾエ・ジャパン 
www.goZOE.jp 
www.thegoodnews.jp 

イントロダクション



説明
児童のヌードまたはセミヌード、児童に対する性的行為が記録された写真・動画や音声
等、児童自らが記録した場合も含みます。

現状 
児童性的虐待題材の所持は日本では違法ですが、依然として広く入手することが可能で
す。また、小児性犯罪者たちはネットやSNSで騙されやすい子どもたちに繋がり、裸の
写真を送らせたり、脅しを用いて実際に会って虐待し、その様子を記録し販売、拡散す
る事件も起きています。
また、漫画やアニメなど仮想の児童性的虐待題材／児童ポルノは違法ではないとされて
います。これらには往々にして幼児に対する暴力的な性描写がなされており、加害者
は、大人が子どもと性行為をすることは普通のことであるというような印象を子どもに
持たせ感覚をマヒさせるために使います。漫画やアニメ業界からは芸術を通しての表現
の自由であるとして規制に抵抗を示しています。しかし、生成AIの技術が発達したこと
で、児童性的虐待画像は実在か仮想かの区別が難しくなっています。仮想の描写物を用
いて児童を性的搾取や性的虐待の対象にすること自体が危険であるという声をあげてい
かなければなりません。

 祈りの課題
子どもが搾取から守られるように。
仮想の児童性的虐待題材（漫画、アニメ、AI等）は、日本ではいまだに合法です。児
童を性的対象にする作品を目にすることで、性に対する間違った情報を受け取って
しまいます。このような児童性的虐待題材が違法とされるように。
聖霊の導きにより加害者が罪を認め、救いに導かれ解放される機会が与えられるよ
うに。

祈りのトピック＃１
児童性的虐待題材（CSAM）
（児童ポルノ）　

善をなすことを習い、公正を求め、しいたげる者を正し、みなしご
のために正しいさばきをなし、やもめのために弁護せよ。

イザヤ1:17 新改訳第3版



説明
セクストーションとは「セックス（性的）」と「エクストーション（脅迫）」を合わせ
た造語で、性的脅迫のことです。

ネットで出会った相手に下着姿や裸の写真を送ったり、ビデオ通話で服を脱いだり、性
的行為を見せると、相手はその画像を録画し、お前の知り合いに晒すと脅し、さらに性
的な画像や金銭を要求します。

現状
今は、誰もがSNSで知らない人と簡単に繋がることができます。女の子はネットで出会
った人の性的な欲求に従ったり、簡単にお金が稼げると思って性的な写真を送ってしま
うことがあります。男の子はネットで知り合った相手から誘惑され、性的な行為をカメ
ラの前でしてしまうことがあります。そのとたん写真や録画画像を家族、親戚、友人、
学校・職場の関係者に晒すと脅され、さらなる性的な画像や高額の支払いを要求されま
す。そして、死にたくなるくらい悩むのです。彼らは、被害にあって初めて自分の「性
的な行為と尊厳」は密接に結びついていることに気づくのです。

祈りの課題
「性的な行為」や裸の姿等は、自分や相手の「尊厳」そのもので、そのプライバシ
ーを侵害してはいけないものであることを学ぶ性教育が全国の学校で義務付けられ
るように。
セクストーションの被害に遭った子たちは皆、自分を責めて、親にも先生にも相談
できないことが多いです。被害者が勇気を出して、信頼できる大人に相談し、SOSを
出すことができるように。

祈りのトピック＃２
セクストーション

神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を
創造し、男と女とに彼らを創造された。神は彼らを祝福された。

創世記 1:27, 28 新改訳第3版



説明
海外では、日本は女子中高生に対して強い性的執着を持たれるということで有名です。
援助交際又はパパ活と呼ばれる報酬が伴う男女の付き合いとは、つまり大人(主に男性)が
お金を支払い、女子学生(時に学生服を着る)と交際することです。ある少女たちは自らを
SNSで宣伝しますが、多くは加害者によって操られています。例えば、メンズコンセプ
トカフェの推しの従業員にお金を貢ぐため、自分を売るのです。また、JKビジネスとも
呼ばれる女子従業員のコンセプトカフェでは、子どもたちがウエイトレスやスタッフと
して雇われ、裏メニューと称した性的なサービスをするように要求されます。

現状 
 JKビジネスが18歳以下の児童を雇うことは違法ですが、多くが学生服を着た若く見える
大人のモデルを起用し性的サービスを宣伝しています。これは子どもを性的対象に仕立
て上げ、搾取を助長しているとしか言いようがありません。自ら自分を性的に宣伝する
子は性的虐待の過去があり、不安定な家庭環境にいることが多いです。

祈りの課題
手強い地下組織の取り締まりに臨む警察庁のために。
被害に遭う子どもたちの多くは経済的に、また精神的に大きなニーズを抱えている
ことが多いです。子どもたちが適切な支援や健全な愛情を受けて、こういった闇に
取り込まれることがないように。
子どもや教師に必要な啓発と教育を提供すべく、ゾエ・ジャパンのような団体を学
校が受け入れてくれるように。
救済活動に関わる関係省庁やNPOに良い知恵が与えられるように。

祈りのトピック＃３
援助交際・パパ活



説明 
アイドル（idol）とは、音楽、映画、テレビなどのエンターテイメント業界で活動し、
その魅力や才能により多くの人々から支持を受ける人物のことです。
その役割は幅広く、歌手、俳優業からモデル業、バラエティーにまで至り、４歳でデビ
ューした若い子どものアイドルも実在します。
女子アイドルグループのファンの多くは30代から40代の男性で、中には好みのアイドル
に対し不健康な執着を示し、時に、個人的な会話や写真撮影と称して月数(十)万円を費や
すこともあります。

また悪質な事務所はアイドルの生活を厳格にコントロールし、家族や友人から隔離しま
す。その中には負債を抱え、返済のため、過剰な労働時間を課せられたり、性的接待を
させられる女性がいます。また、時にはファンからのストーカー行為やハラスメント行
為にあっています。好きなアーティストや応援したいアイドルグループがいることは問
題ありませんが、過度の執着心や、大人が小学生〜高校生の男女を性の対象としてパフ
ォーマンスを楽しんだりしている状態は不健康なものとなります。

現状
現在1万人以上の10代の女子がアイドルとして活動していると言われています。
東京の秋葉原がその中心地です。

祈りの課題
可度な執着心を持つアイドルファンのために。主がこのような男性(女性)に触れ、彼
らを解放して、主の御心にかなった健康的で年齢相応な関係を持てるように。
子どもの搾取に対して闘うために、この業界により厳しい規制がなされるように。
搾取されている男の子、女の子たちにゾエ・ジャパンが直接手を差し伸べることが
できるよう道が開かれるために。  
アイドル志向の子どもたちにその危険性を説く機会と知恵が与えられるように。

祈りのトピック＃４
子どもアイドル



説明
日本の失業率の低さと人口減少によって移民による就業機会が増えています。

外国人技能実習制度（TITP）とは政府主導による実習形態で、企業に外国人労働者の就
業機会を与えるものです。実地訓練を通し、技術を提供して発展途上国に貢献するのが
主な目的です。しかし、企業側が低賃金労働の獲得のため本プログラムを乱用している
実情があります。

本プログラムを通じて入国した実習生の中には低賃金、暴力行為など奴隷のような環境
を経験し、法的援助等のサポートを受けられずにいる人がいます。企業側から妊娠は契
約違反だとみなされ、強制帰国、中絶の強要、嬰児死体遺棄など継続的に報告されてい
ます。

現状 
技能実習生の声
①来日のため貯金を崩し100万円の借金をしました。②もし相談したら嫌われ、退職・帰
国せざるを得なくなってしまい、借金が返せなくなると思いました。③危険な仕事は実
習生がやらされ、長時間労働もひどかったです。④母国で役立つようなことは学べませ
んでした。等々

祈りの課題
弱い立場にある実習生にサポートが行き渡るよう多方面のNPO団体が知恵を出し合
えるように。
関係当局が実習生を搾取している企業や仲介業者を特定し、速やかな対応を取れる
よう手順書を強化できるように。

祈りのトピック＃５
労働搾取による人身取引 



説明
子どもの頃から助け合いの精神、集団行動を学ぶことはとても大事です。しかし、こと
わざにもあるように「出る杭は打たれる」という社会の生きづらさ、難しさもありま
す。

子どもたちがグループに馴染めない時（外国人国籍であったり、複雑な家庭環境、容姿
の違い、集団行動が苦手、普通以上に勉強ができる又はできないなど) 、いじめの対象に
なりやすく、時には子どもの高い自殺率に繋がっています。これがしばしばネットのい
じめにつながり、リベンジポルノもその例外ではありません。

現状
政府は学校のいじめをなくすために力を入れており、社会でも徐々に、より自由に議論
されるようになってきましたが、まだいじめの問題を一人で抱え悩む子どもたちがたく
さんいます。

祈りの課題
キリストの体として、子どもたちに関わっていくことができるように。傷ついた子
どもは他の子を傷つけるかもしれません。福音によって真の変化(回復)が起こるよう
に、加害者・被害者両方に働きかける必要があります。
学校におけるクリスチャン教師の増加と強化のために。
いじめの発見とケアについて保護者と教師に知恵が与えられるように。

祈りのトピック＃６
いじめ 

悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。ただ、必要なとき、
人の徳を養うのに役立つことばを話し、聞く人に恵みを与えなさい。

エペソ人への手紙 4:29 新改訳第3版



説明 
日本の10〜19歳における死因の上位に自殺が挙げられます。理由の多くは学校で他の生徒
や教師、あるいは運動部の顧問によるいじめや、学力が家族の期待に応えられないことに関
係していると言われます。

日本自殺総合対策推進センターの調査では、毎年8月31日から9月2日の夏休み明けの新学期
直前の時期に自殺率が劇的に増加していることが示されています。新学期が始まり、学校や
友だちに馴染めず、極度のプレッシャーにかかる子どもが多いとのことです。

現状
若者による自殺率はコロナ禍において、人との関わりが減っていった中、増加傾向を示して
いました。

祈りの課題
キリストの体として悩み苦しんでいる子どもたちに働きかけ、サポートできるように。 
これらの子どもたちがキリストに仕える人を知ることができるように。
政府やNPOの子どもの自殺に対するさまざまな取組みに神の知恵と助けが与えられるよ
うに。

祈りのトピック＃７
子どもの自殺 

恐れるな。わたしはあなたとともにいる。たじろぐな。わたし
があなたの神だから。わたしはあなたを強め、あなたを助け、

わたしの義の右の手で、あなたを守る。
イザヤ書 41:10 新改訳第3版



説明 
18歳未満の子どもたちは、多くの場合、家庭内での虐待が原因で家出をします。彼ら
は、行くところがないことをSNSに投稿し、誰かに泊めてもらうか、他の家出をした子
どもたちが集まる場所に行きます。仲間や自由を求めて、危険な方法で苦しい生活から
逃れようとするのです。

現状
子どもがSNSに居場所を投稿すると、人身取引業者や小児性犯罪者に狙われます。家出
をした人たちが集まる場所に逃げ込んだ子どもたちは、生きるために体を売ってお金を
稼ぐよう誘導されます。こうしたコミュニティでは、薬物やアルコールの乱用も多く、
自傷行為や自殺の割合も高いです。人身取引業者やホストは自分たちの欲望のために、
しばしばこのようなグループに関与し、子どもたちを手なずけて利用します。

祈りの課題
家族、特に日本の親が子どもを愛し、虐待が防げるように。
家出をした子とその家族の両方を支援し、手をさしのべている団体に知恵と必要な
資源が与えられるように。
全てを治めておられる主が、家出をした子どもたちを守り、助けようとしている
人々のいる安全な環境へと導いてくださるように。

祈りのトピック＃８
家出



説明
嶴きこもりとは、仕事や学校に行かず部屋に数ヶ月から何嵁にも亘り閉じこもり、社会
から完全に隔離した状態の人を説明する用語です。嶴きこもりという言葉は、状態と個
人両方を指しています。家嵦環境、職場でのいじめやハラスメント又は、鬱や不安など
が原因に挙げられます。

不登校は連続30日以上(数嵁継続する場合もあり)登校を拒否している状態を表します。
文部科学省の調べによると、家嵦環境、友人との個人的な問題、いじめなどが主な原因
とされています。

現状
内閣嵛の調べでは、2022嵁嵠の嶴きこもり状態にある人は約146万人と推計され、50人
に1人が嶴きこもり状態とされています。15歳～39歳の自己認識の意識調査では、「今
の自分を変えたいと思う人」「就労意欲のある人」ともに7割を超えています。しかし、
傷つき体験が深刻なトラウマとなってしまっている人が多く、回答者の半数が、いじ
め、パワハラ、暴言、暴力、叱責、非難等をあげています。

祈りの課題
地域教会に知識、知恵、勇気が与えられることで、一丸となって癒しと回復のサポ
ート体制とプログラムを構築し、実行できるように。
イエスとの交わりの中で、解決策を見つけ完全回復を経験した成熟したクリスチャ
ンの証しのために。ゾエ・ジャパンではこれらの証しをキリストの体の一部として
thegoodnews.jpのサイトで紹介しています。

祈りのトピック＃９
引きこもり

わたしは光として世に来ました。わたしを信じる者が、だれも
やみの中にとどまることのないためです。

ヨハネの福音書 12:46 新改訳第3版

http://www.thegoodnews.jp/


説明 
日本は労働時間が非常に長いことで有名です。 従業員は一般的に、1つの会社で生涯働
き、職場の期待に応えるために私生活や家族との時間を犠牲にしなければならないこと
が多くあります。過度の労働時間に加えて、通勤時間に毎日数時間費やさなければいけ
ない人もいます。結婚や親子関係にも大きな影響があり、子どもは週末にしか父親と会
えない家庭も多くあります。

現状
日本では極度の過重労働が非常に一般的であるため、「過労死」という独自の用語が存
在します。これは、文字通り過重労働を原因とする死を意味します。近年、メディアは
過労による大人の自殺に注目し、企業は方針の見直しを余儀なくされています。2018
年、日本では「働き方改革関連法」が施行され、雇用主は従業員の労働時間を制限し、
職場環境を改善するための具体的な対策を実施することが義務づけられました。新型コ
ロナウイルスの流行も、職場改革にプラスに寄与した点はあります。（テレワークな
ど）

祈りの課題
企業が職場改革を継続するための知恵と新たな機会が与えられるように。
働くクリスチャンが、健全なワークライフバランスを取れるように、教会が日本の
クリスチャンの憩いと励ましの場となるように。
男性、特にクリスチャンの男性が、仕事よりも結婚や家庭を優先できるように、ま
た父親と子どもの関係が回復するように。  

祈りのトピック＃１０
日本の働き方

富を得ようと苦労してはならない。自分の分別によって、これをやめよ。
あなたがこれに目を留めると、それはもうないではないか。富は必ず翼を

つけて、鷲のように天へ飛んで行く。
箴言23:4-5 新改訳第3版

 



説明
J.O.Y. Clubはエヴァグリーン・チャペルの下で伝道活動を行っていて、ゾエ・ジャパン
がこの活動をサポートできることを嬉しく思います。

J.O.Y. Clubのミッションは、英会話クラスを通じ子どもたちとその保護者とつながり、
イエス・キリストの福音を伝え、また、日本の教会が地域コミュニティと関係作りがで
きるように手助けすることです。

1996年に宣教師ジョイ・タニによって発足されて以来、主はJ.O.Y. Clubを用いて多くの
子どもたち、父母たち、祖父母たちがキリストに導かれました！

現状
毎年、J.O.Y. Clubに来る多くの子どもたちはイエス・キリストを信じる決断をしてきま
した。次のステップは弟子訓練です。彼らの家庭や学校に地の塩・世の光として成長で
きるようサポートしていくことです。

祈りの課題
J.O.Y. Clubにさらに多く子どもたちが導かれ、福音に触れますように。
保護者や兄弟姉妹の救いのために。
子どもたちの心に届くみことばを差し出すことができるように、バイブルタイムの
先生たちに独創的なアイデアが与えられるように。
救いに導かれた子どもたちが、信仰を深め、成長できる力に満ちた日曜学校プログ
ラムのある良い教会につながるように。

祈りのトピック＃１１
J.O.Y. Club（ｼﾞｮｲｸﾗﾌﾞ） 
Jesus Others and You

若者をその行く道にふさわしく教育せよ。
そうすれば、年老いても、それから離れない。
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説明 
日本ではキリスト教はしばしば日本人には関係ない、外国の宗教と思われがちです。 
そのため日本人クリスチャンの証し、特に西洋の影響なしに救われ、成熟している方の話し
を紹介することが重要であると考えています。  

ゾエ・ジャパンは、thegoodnews.jpのサイトを、新しい求道者のためのデジタル・ジャー
ニーへと制作を拡大しています。 それは、神が誰であるか、神の愛を見つけ、最終的に教
会とつながることを助けるものです。 この一環として、神や人生についてより深い質問を
持つ求道者を支援するために、チャット機能を搭載する予定です。 
この新しいコンテンツを制作するのは大変な作業ですが、皆さんの祈りがすべての土台とな
ります！

祈りの課題
新しいコンテンツ制作のための新しいスタッフ、創造性、知恵が与えられるように。
オンラインを通して求道者をサポートするため、信頼できる教会やミニストリーと協力
し、コラボレーションできるようにネットワークが築きあげられるように。
プロジェクトを完成させるための継続的な関係と経済支援。

祈りのトピック＃１２

そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、
キリストについてのみことばによるのです。
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（ｻﾞ･ｸﾞｯﾄﾞﾆｭｰｽ） 



My Notes



すべての⼈に⼿をさしのべ、すべての⼦どもを救うため


